






























































































































































































































































































































































(3) 包括的評価勘定（aMaster Valuation Account) 
のれんは，通常の意味において，いやしくも資産であるのか。.J. B. 
カニング（Canning）は疑問をもち，のれんを包括的評価勘定とみようとす













































































観点から，大きく 2つに分類される（AccountingResearch and Terminology B-





















る。また政治的のれんをもっ可能性もある（Accountants' Handbook edited by R 










② 純益基準法｛ ' 
［年数法（直接法）
超過純益基準法J I有期年金公式法l還元法（直接法） ｛ 、 i永久年金公式法
③ 株式市価基準法
(8) 久野秀男「前掲書」 98 100頁
(9) 孔 A Finney ＆比 E. Millerは，特定資産の上向き修正や切下げ修正およびのれ
ん価値の算定の困難性から，つぎのような代替的項目の採用を開示している（Prin椙




of subsidiary stock over book value thereof at date of acquisition) 
「取得日の従属会社株式の帳簿価格れその原価をこえる額」（Excessof book va・
lue of subsidiary stock at date of acquisition over cost thereof) 
(I耐久野秀男「前掲書」 68頁
江村稔教授によれば， 「実質上，合併差損と解きねばならない金額を『のれん』と
することは認められないとしても，繰延資産をはじめとする損益計算的資産が「のれ
ん』となるようなことも扮除きれねばならないであろう」ときれる（「合併会計の盲点」
産業経理29巻7号）。
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